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看護学生の喫煙行動および関連要因に関するコホート研究
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目的　コホート研究に基づいて，看護学生の喫煙行動の変化と喫煙関連要因を検討する。

方法　首都圏にある2か所の看護専門学校で1997年1-3年生だった看護学生に対し，喫煙に関す

る無記名の調査票による調査を実施し，さらに翌年同じ対象者に同じ方法で調査を実施し

た。

結果　1997年1-2年生だった看護学生の喫煙率は1年間で10％，3年生（翌年看護婦）は5％上

昇し，2回の調査とも毎日喫煙だった対象者のニコチン依存度は平均4.25から5.00になった。

喫煙関連要因では友人の喫煙行動が看護学生の喫煙に大きく影響していた。

結論　喫煙者の70％以上は禁煙を考えたことや喫煙に対する意識が後の喫煙行動に影響すること

から，看護専門学校での喫煙防止教育は早急に実施しなければならない。
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